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№ 16

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28	 １．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．幹事報告

	 ９．出席報告

	 10．委員会報告

	 11．ニコニコボックス報告

	 12．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（11／19）……

	 　　卓話　「カンボジアに魅せられて」

	 　　講師　株式会社ジーアイシー

	 　　　　　　社長　加藤　重和 様

（紹介者　廣根　　実 会員）

	 　（11／26）……

	 　　新入会員アワー　鬼頭　一浩 会員

	 　　 〃 　新海　伸二 会員

	 13．諸事ご案内

　12：55	 14．点　鐘

　12：55　　　　移動（バスまたは自家用車）

　　～13：10

　13：15　　　「刈谷市役所庁舎見学」……職業奉仕委員会

　　～14：15　　　�市役所７階大会議室Aにて、

	 　　　　概要説明（10分程度）

	 　　　　その後、２班に分かれて見学

　14：30　　　商工会議所に到着（バス）

ゲ ス ト

米山奨学生　トゥリン・ティン・ダット 君

出 席

会員総数　92名　　出席免除　28名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　82名

欠席　９名　　出席率 89.02％

前々回（10／29）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）「地区内交流の活性化」というガバナー方針の元、

11 ／５㈪に名古屋空港R.C に水越副会長、橘会員、

加藤英樹会員にメイキャップ・クラブ間交流をして

きて頂きました。

会 長 あ い さ つ

信楽院（しんぎょういん）の話

嶋津　孝久

　先週、仕事で滋賀県へ出張しまし

た。時間が少しあったので、日野町

の信楽院というお寺へ行って来まし

た。ここには、雲竜の天井絵がある

と聞いて、拝観に行って来ました。

　天井絵といえば、信州小布施・岩

松院にある葛飾北斎の「八方睨みの

鳳凰図」が有名です。こちらへは行かれた方もいるでしょ

う。

　さて信楽院ですが、着いてみますと意外に小さなお寺

でした。庫裏で声をかけると、思いの外若くて、温厚そ

うな住職が出ていらっしゃいました。　「本堂を拝観で

きますか？」と聞いたところ、「どうぞ」とのこと。履

物を履いて外へ出てきたので、案内をしてもらえると

思ったら、本堂とは反対の山門のほうへ歩き出されまし

た。

　「えっ」と思って本堂の反対側のお堂を指して、「あち
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古屋市を除く）で２番目に古い庁舎となっていました。

幾度かの増改築を行ってきましたが、施設や設備の老

朽化が著しく、度重なる増改築により導線がわかりに

くいうえ、構造的に高齢者や障害者への十分な対応が

困難になっていました。

　また、東海地震等の発生が懸念される中、災害応急

対策活動の拠点として本部機能の役割を果たすことが

出来るのかという不安もありました。

　これらの理由から新庁舎建設の必要性があると考え、

３箇年の継続費予算を組み庁舎建設を行いました。

らは何のお堂しょう？」と聞いたところ、「開祖の法然

上人・阿弥陀如来・地蔵菩薩が安置してあります」との

事。「お詣りはできますか？」と聞いたところ、「ご自由

にどうぞ」と歩きながらのお答え。背中に向かって「お

心づけはいかほどでしょう？」と声をかけたら、「いり

まへん」と振り返りもせずに行ってしまう。境内に一人

取り残されて呆然としていましたが、まずは本堂から。

　入ってみると豪快な竜が睨んでおります。岩松院の鳳

凰は極彩色ですが、こちらは墨一色です。まずは、ご本

尊の阿弥陀様を拝んで愛妻の健康をお願いしました。妻

は亥年の生まれで、守り本尊は阿弥陀如来です。これも

何かのご縁かと、がらにもなく殊勝な気持ちを起こしま

した。そのあと、しばらくは、たったまま竜と睨めっこ。

日野出身の画家・高田敬輔（高田瓊浦）作の雲竜は、縦

横11メートルもあって、立ったままでは見にくいし、首

も痛くなります。そこで、小布施の岩松院のように寝転

んで見ると、すごい迫力を感じました。ただ、仏像・仏

具はあるわ、賽銭箱はあるわ、住職はいないわの中で、

見知らぬ男が本堂に寝ているという状況はかなり怪しい

訳です。これを誰かに見られたらどうなるのかと、不安

になりながらの拝観でした。そのあとは、横のお堂を見

て、境内を見学して、誰にも見咎められる事もなく帰り

ました。最近は地方の寺で、仏像が盗まれる事件が多発

しているという新聞記事を読みました。「こんなんで大

丈夫かな？」と思いながらも、平和な町の人情を感じま

した。

職 場 例 会

「刈谷市役所庁舎見学」
職業奉仕委員会

竹中刈谷市長あいさつ

○刈谷市役所の概要及び目的

（事業概要）

⑴庁舎

鉄骨鉄筋コンクリート造、地上10階建て

延床面積　25,637.43m2〔※旧庁舎　13,645.32m2〕

⑵立体駐車場

鉄筋コンクリート造、地上２階建て

延床面積　2,394.50m2

（目的）

　旧庁舎は、昭和29年に竣工で愛知県内の市庁舎（名


